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二
〇
〇
八 

会
員
大
会 

 
 

倫
理
研
究
所
は
年
一
回
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
計
る
目

的
で
各
家
庭
倫
理
の
会
ご
と
に
「
会
員
大
会
」
の
行
事
を

行
っ
て
い
る
。

 

 

家
庭
倫
理
の
会
練
馬
区
は
、
十
月
十
三
日
（
祝
日
） 

“
横
浜
で
の
ん
び
り
楽
し
み
ま
し
ょ
う
„
と
計
画
し
、 

赤
レ
ン
ガ
見
学
、
中
華
街
で
会
食
＆
散
策
、
最
後
は
キ
リ

ン
ビ
ー
ル
工
場
を
見
学
し
て
、
の
ど
を
潤
し
、
秋
晴
れ
の

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
参
加
者
七
十
七
名
（
バ
ス
二
台
） 

 
 

【 

短 

歌 

】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・
赤
レ
ン
ガ
明
治
が
残
る
倉
庫
に
は
荷
駄
の
姿
が
お
れ
ば

愉
し
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
和
台 

高
橋
忠
二 

・
横
浜
港
文
明
開
化
の
発
祥
地
横
文
字
似
会
う
粋
な
桟
橋 

・
北
鮮
の
工
作
船
に
連
れ
去
ら
れ
し
悲
し
き
少
女
の
面
浮

か
び
来
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 
 

石
神
井 

山
内
三
枝 

・
あ
ど
け
な
き
少
女
拉
致
さ
れ
三
十
年
無
事
を
祈
ら
む
沈

む
夕
日
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【
新
支
部
長
あ
い
さ
つ
】 

 
 

大
泉
南
支
部
長 

土
信
田
幸
子 

 

大
泉
南
支
部
は
ひ
と
り
の
十
歩
よ
り
み
ん
な
の
一
歩 

 

を
合
言
葉
に
「
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
」
を
心
が
け
、
役
職
を 

通
し
て
み
ん
な
で
学
び
、
明
る
い
支
部
作
り
を
い
た
し 

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

関

町
支
部

長 

後
藤
満
寿
子 

関
町
支
部
は
高
齢
者
の
健
康
を
守
る
学
習
を
集
い

に
取
り
入
れ
て
地
域
の
清
掃
に
力
を
注
ぎ
、
普
及

に
向
け
て
連
絡
と
報
告
を
密
に
仲
良
く
進
ん
で

参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。 

  

こ
の
度
の
文
部
科
学
省
後
援
、
第
四
回
し
き
な
み

子
ど
も
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
今
年
も
た
く
さ

ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 

ご
応
募
い
た
だ
い
た
皆
様
、
又
、
関
係
者
の
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

発
行
責
任
者
・
小
林
三
雄

編
集
責
任
者
・
樋
田
信
子 

しきなみ短歌選者＆指導者 歌  政 子 

しきなみ支苑担当指導者 木 村 絹 代 

しきなみ支苑担当指導者 下 瀧 久 子 

秋 津 支 苑 担 当 指 導 者 山 崎  浩 

秋 津 支 苑 担 当 指 導 者 太 田 純 子 

江 古 田 支 部 長 安 藤 静 子 

桜  台 支 部 長 細 田 友 江 

中 村 橋 支 部 長 千 葉 協 治 

平 和 台 支 部 長 磯部みつ子 

大  泉 支 部 長 森  暁 水 

関  町 支 部 長 後藤満寿子 

大 泉 南 支 部 長 土信田幸子 

石 神 井 支 部 長 小 堺 貞 子 

応 募 校 人 数（歌首数） 

学芸大付属小 

大 泉 東 小 

早 宮 小 

中 村 西 小 

南 町 小 

光 和 小 

大泉第４小 

大泉学園小 

白菊幼稚園 

２１１人（408首） 

２２１人（316首） 

８１人（143首） 

３８人（65首） 

１４人（21首） 

 ２人（2首） 

 １人（2首） 

 １人（2首） 

４３人（66首） 

合計８校１園 612人（1025首） 


